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の
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根
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う　
　
　
　

寶
生
教　

国
旗
掲
揚
運
動

宗教
法人 寶 生 教 大 阪 本 部

令和 2 年 5 月 1 日 令和 2 年 5 月 1 日

「
寶
生
」四
月
号（
494
号
）

　
　

誤
記
の
訂
正
と
お
詫
び

緊急事態宣言下、神輿・直会は中止
大阪本部　春之例大祭　厳粛に挙行
―神事祭典は割愛なく―

い
つ
も
に
こ
や
か
に
、
教
信
徒

参
拝
者
を
お
出
迎
え
下
さ
い
ま
し
た
。

（
平
成
17
年
４
月
10
日
、大
阪
本
部

設
立
七
十
周
年
記
念
大
祭
時
）

祭員、楽人は権現家と教会職員だけでご奉仕。

例年通り舞楽も奉納された。

↑通夜祭
共にしめやかに多勢の会葬者で。

↓葬　儀

三
輪
光
子
様
ご
永
眠

教
会
家
族

教
会
職
員
と
し
て
六
十
余
年

　

教
会
ご
家
族
の
一
員
で
あ

り
、
永
年
教
会
職
員
と
し
て
、

教
務
を
始
め
教
会
祭
典
・
行
事

に
、
陰
に
日
向
に
お
務
め
く
だ

さ
り
、
教
信
徒
の
良
き
先
輩
、

友
垣
と
し
て
多
く
の
方
々
を
お

導
き
く
だ
さ
っ
た
、
三
輪
光
子

様
が
、
三
月
二
十
八
日
、
誤
嚥

性
肺
炎
の
た
め
、
ご
逝
去
な
さ

い
ま
し
た
。
数
え
九
十
五
歳
で

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

三
輪
様
は
、先
々
代
本
部
長
・

真
道
大
権
現
職
様
の
奥
様
・
節

子
様
の
妹
君
に
当
た
ら
れ
、
戦

後
間
も
な
く
の
頃
よ
り
、
大
阪

本
部
家
族
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

教
師
の
資
格
も
取
ら
れ
、
教
会

職
員
と
し
て
教
務
全
般
に
わ
た

り
精
励
さ
れ
、
本
部
長
三
代
に

仕
え
ら
れ
、ま
こ
と
大
阪
本
部
、

権
現
家
家
族
の
縁
の
下
の
力
持

ち
と
な
ら
れ
、
今
の
姿
を
築
く

に
あ
た
り
、
大
い
な
る
貢
献
を

な
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、教
信
徒
に
対
し
て
は
、

温
か
く
、
き
め
細
か
な
る
心
を

以
て
ご
指
導
い
た
だ
き
、
真
の

姉
・
母
・
祖
母
の
如
く
に
お
思

い
の
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

昨
年
三
月
を
以
て
教
会
職
員

を
退
職
な
さ
れ
て
か
ら
も
、
元

気
な
姿
を
日
々
拝
見
し
、
共
に

談
笑
の
時
も
過
ご
し
て
お
ら
れ

ま
し
た
が
、
今
年
一
月
末
、
体

調
不
調
を
訴
え
ら
れ
、
入
院
、

大
手
術
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

快
復
、
小
康
を
得
て
、
退
院

も
間
近
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た

が
、
三
月
二
十
八
日
昼
、
容
体

急
変
な
さ
り
、
午
後
三
時
、
眠

る
が
如
く
安
ら
か
に
息
を
引
き

取
ら
れ
ま
し
た
。

　

二
十
九
日
通
夜
、
三
十
日
葬

儀
が
、本
部
長
様
斎
主
の
も
と
、

教
会
修
行
殿
に
て
、
し
め
や
か

に
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
、
権
現

家
ご
家
族
、
三
輪
家
ご
親
族
を

始
め
、
教
信
徒
、
縁
あ
る
多
く

の
方
々
に
見
送
ら
れ
、
旅
立
た

れ
ま
し
た
。

　

三
輪
様
ご
生
前
の
ご
尽
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
、
衷
心
よ

り
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ご
霊
魂

の
弥
栄
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 「

寶
生
」
先
月
四
月
号
に
誤
記

が
あ
り
ま
し
た
。

○
二
ペ
ー
ジ
一
段
目
、
後
よ
り

　

九
行
目

　
（
誤
）
大
石
昌
志

　
（
正
）
木
本
昌
志

○
四
ペ
ー
ジ
三
段
目
、
中
程

　
（
誤
）
八
十
五
歳

　
（
正
）
八
十
八
歳

右
、
訂
正
、
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

御
尊
像
の
桜
の
木
も
満
開
を

過
ぎ
、
春
の
風
に
花
び
ら
が
舞

い
落
ち
る
大
阪
本
部
教
会
。

　

四
月
十
二
日（
日
）の
佳
き

日
、
降
り
し
き
る
恵
み
の
春
雨

に
心
も
洗
わ
れ
、
本
部
春
之
神

恩
感
謝
例
大
祭
が
、
厳
粛
且
つ

荘
厳
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
五
日
前
の
四
月
七
日
、

今
般
の
感
染
症
拡
大
の
影
響
を

鑑
み
、
政
府
よ
り
緊
急
事
態
宣

言
が
発
出
さ
れ
、
本
部
教
会
の

お
膝
元
、
大
阪
府
も
そ
の
指
定

区
域
と
な
り
、
府
知
事
の
要
請

に
よ
り
府
民
、
各
企
業
・
商
店

等
は
、
自
粛
の
雰
囲
気
。

　

本
部
教
会
で
も
、
ご
神
示
に

よ
り
、
こ
の
度
の
例
大
祭
は
、

当
日
の
直
会
や
撤
饌
の
一
部
、

又
数
日
来
に
亘
る
役
員
の
皆
様

の
ご
奉
仕
の
大
半
、
そ
し
て
、

恒
例
の
神
輿
巡
行
を
割
愛
。

　

教
信
徒
の
皆
様
の
ご
参
拝
に

関
し
て
も
、
ご
遠
慮
な
く
自
宅

に
て
ご
遙
拝
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
と
、
教
主
・
本
部
長
様
よ
り
、

各
家
に
お
手
紙
が
送
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
、
祭
典
は
定
刻
の
十
時

に
予
定
通
り
開
式
。
斎
主
を
は

じ
め
、
祭
員
・
典
儀
・
楽
人
は

権
現
家
の
皆
様
と
教
会
職
員
に

よ
り
ご
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
播
教
会
長
様
ご
夫
妻
、
養

老
教
会
様
ご
夫
妻
、
養
老
副
教

会
長
様
に
は
両
支
部
を
代
表
し

て
お
出
ま
し
頂
き
、
ご
参
列
賜

り
ま
し
た
。

　

又
本
部
教
信
徒
の
皆
様
も
、

ご
遠
方
、
畿
内
、
大
阪
府
下
、

市
内
近
郊
よ
り
、
大
神
様
の
ご

守
護
の
も
と
、
ご
参
拝
。

　

例
年
よ
り
ゆ
と
り
を
持
っ
て

配
置
さ
れ
た
椅
子
席
に
、
正
に

和
心
満
殿
、
多
数
の
教
信
徒
の

皆
様
が
ご
参
列
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
神
前
に
は
、
心
尽
く
し
の

御
酒
御
饌
に
、
季
節
の
種
々
の

多
米
津
物
が
う
ず
た
か
く
供
え

ら
れ
、
春
の
花
も
鮮
や
か
に
差

し
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

祭
典
は
大
祭
式
次
第
に
従
い

進
み
、
斎
主
祝
詞
で
は
更
な
る

神
威
高
揚
、
教
勢
拡
充
、
教
信

徒
各
家
の
自
家
成
立
、
別
け
て

感
染
症
拡
大
の
事
態
の
収
束
と

一
日
も
早
く
安
心
立
命
な
生
活

が
訪
れ
る
様
、
ご
祈
願
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

続
い
て
舞
楽
「
胡
飲
酒
」
奉

納
。
舞
人
は
権
現
家
・
倭
子
様
。

楽
人
と
息
を
合
わ
さ
れ
、
感
染

症
を
打
ち
払
う
如
く
に
力
強

く
、
勢
い
あ
る
舞
楽
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

　

玉
串
奉
奠
は
、
参
拝
者
一
同

斎
主
代
表
玉
串
に
心
を
合
わ
せ

列
拝
。
大
神
様
を
始
め
、
御
教

祖
様
、
御
祖
先
様
の
日
々
の
ご

神
恩
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

祭
典
後
は
、
お
食
事
を
頂
い

て
の
直
会
は
割
愛
。
御
供
え
お

下
が
り
の
御
神
酒
に
撤
饌
、
有

志
の
皆
様
が
切
り
分
け
て
く
だ

さ
っ
た
鏡
餅
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

昨
今
の
厳
し
い
巷
の
現
状
の

中
に
あ
り
ま
し
て
も
、
無
事
に

滞
り
無
く
、
大
祭
を
ご
奉
仕
さ

せ
て
頂
く
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

此
も
偏
に
大
神
様
の
御
神
威

に
依
る
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま

で
も
無
く
、
教
信
徒
の
皆
様
の

尊
く
篤
い
信
仰
の
賜
物
で
あ
る

と
確
信
致
す
所
で
御
座
居
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
例

大
祭
斎
行
に
あ
た
り
、
前
日
、

当
日
と
様
々
に
お
心
配
り
下
さ

い
ま
し
た
総
代
様
を
始
め
役

員
、
有
志
の
皆
様
に
は
、
衷
心

よ
り
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

五
月　

一
日（
金
）　

月　

並　

祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

三
日（
祝
）　

御
本
宮
月
並
祭　
　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　

御
本
宮
遙
拝
式　
　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
金
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
土
）　

修　

行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　

教　

祖　

祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

十
日（
日
）　

養
老
教
会
修
行
日

　
　

十
五
日（
金
）　

月　

並　

祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　

二
十
日（
水
）　

宝
生
会
（
ザ
Ｃ
Ｃ
）

　
　

二
四
日（
日
）　

西
播
教
会
修
行
日

　
　

二
五
日（
月
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　

三
一
日（
日
）　

名
古
屋
地
区
敬
和
会

六
月　

一
日（
月
）　

月　

並　

祭　
　
　
　

午
後
七
時

　
　
　

七
日（
日
）　

御
本
宮
月
並
祭　
　
　

午
前
十
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　

御
本
宮
遙
拝
式　
　
　

午
前
九
時

　
　
　

八
日（
月
）　

修
行
日　
　
　

午
前
十
一
時
、
午
後
七
時

　
　
　

九
日（
火
）　

修　

行　
　
　
　
　
　

午
前
十
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　

教　

祖　

祭　
　
　
　

午
後
七
時

教　

会　

行　

事

は
ず
で
す
。

　

何
時
に
起
き
て
、
何
時
に
寝

て
、
何
を
食
べ
て
、
ど
の
様
に

日
々
を
過
ご
し
て
い
る
の
か
、

と
い
う
こ
と
の
方
が
大
切
で
す

か
ら
、
健
康
診
断
の
数
値
に
と

ら
わ
れ
て
生
活
し
な
く
て
も
、

健
康
で
い
ら
れ
ま
す
よ
、
と
い

う
の
が
矢
作
先
生
の
持
論
な
の

で
す
。

　

矢
作
先
生
は
、
こ
の
様
な
こ

と
も
仰
っ
て
い
ま
す
。「
健
康
を

気
に
し
な
け
れ
ば
、
健
康
」
な

の
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
ご

く
当
た
り
前
の
普
段
の
状
態

が
、
す
で
に
健
康
な
状
態
で
す

よ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

自
分
の
身
体
を
よ
く
理
解
し
、

状
態
を
把
握
し
て
健
康
を
保
つ

努
力
を
す
る
。そ
し
て
大
神
様
、

ご
祖
先
様
の
御
守
護
を
い
た
だ

き
、
日
々
恙
な
く
過
ご
し
て
参

り
た
い
と
存
ず
る
所
で
ご
ざ
い

ま
す
。

こ
　
ん
じ
ゅ



ほ　　う　　せ　　い ほ　　う　　せ　　い

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り

（３）  5 月号 令和 2 年 5 月 1 日 5 月号　（２）令和 2 年 5 月 1 日（495号） （495号）

良
い
習
慣
こ
そ
、
健
康
の
元

ご教話

月並祭
（4月1日）

健
全
な
身
体
に
健
全
な
魂
が
宿
る

ご教話

教祖祭
（4月9日）

何
事
も
神
意
の
示
現
と
心
得
よ
。

春之大祭
ご 教 話

「
自
由
」の
意
味
を
間
違
え
ず

　
　
　
　
　「
神
の
随
に
」

ご教話

月並祭
（4月15日）

ま
に
ま

大祭ご教話なさる祭主・本部長様

イスの間隔をあけ、マスクも用意され、
　祭主玉串一本に参拝者一同心を合せ。

例
年
の
如
く
、心
尽
し
の
神
饌
に

樽
酒
も
供
え
ら
れ
、祭
主
祝
詞
。

勇
壮
な
奉
納
舞
楽

　
　
　
　
「
胡
飲
酒
」

　

本
日
は
本
部
春
之
神
恩
感
謝

例
大
祭
に
、
西
播
、
養
老
両
教

会
長
様
に
は
、
各
支
部
を
代
表

し
て
ご
参
列
賜
り
、
又
、
本
部

教
信
徒
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
大
変
お
出
ま
し
に
く
い

中
、
よ
う
こ
そ
ご
参
拝
下
さ
い

ま
し
た
。
心
よ
り
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

先
程
の
祭
典
中
、
奉
納
致
し

ま
し
た
舞
楽
は
「
胡
飲
酒
」
と

申
し
ま
す
。
舞
人
は
新
宅
の
倭

子
さ
ん
。
大
変
に
技
術
の
高
い

舞
楽
を
、
勇
猛
に
、
緩
急
鋭
く
、

楽
人
も
迫
力
あ
る
演
奏
で
奉
納

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

巷
に
目
を
向
け
ま
す
と
大
流

行
中
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

世
間
は
大
騒
動
、
よ
く
よ
く
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
騒

が
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
そ

の
通
り
で
、油
断
は
禁
物
で
す
。

　

し
か
し
、お
蔭
様
で
権
現
家
、

又
教
信
徒
各
家
の
皆
様
、
ど
な

た
も
感
染
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
程
大
神
様
、
御
祖
先
様
に

ご
守
護
頂
い
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
無

い
こ
と
で
す
。

　

ど
う
ぞ
恐
れ
過
ぎ
る
こ
と
な

く
、
し
か
し
な
が
ら
、
各
々
、

用
心
な
さ
っ
て
下
さ
い
。
大
切

な
の
は
そ
れ
ぞ
れ
の
身
体
の
健

康
を
保
つ
努
力
を
す
る
こ
と
。

そ
し
て
、
朝
晩
、
御
神
水
を
頂

か
れ
、
目
に
見
え
な
い
ご
守
護

で
包
ん
で
頂
け
る
の
が
、
我
が

教
え
の
御
神
威
で
あ
り
ま
す
。

　

国
内
で
は
、
九
月
頃
ま
で
は

注
意
が
必
要
、
年
内
い
っ
ぱ
い

は
、
何
ら
か
の
影
響
が
あ
る
と

の
ご
神
示
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

厳
し
い
情
勢
が
続
く
様
で
は

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
様
な
中
に

あ
り
ま
し
て
も
、
大
神
様
に
お

導
き
頂
き
、
御
祖
先
に
ご
守
護

頂
け
る
よ
う
、
お
互
い
に
更
に

熱
心
に
、
信
仰
生
活
に
励
ん
で

参
り
た
い
と
感
じ
て
居
る
所
で

あ
り
ま
す
。

　

扨
、『
六
根
清
浄
之
大
祓
』

と
い
う
、
古
い
祝
詞
が
あ
り
ま

す
。「
天
照
皇
大
神
の
宣
は
く
、

人
は
即
ち
天
下
の
神
物
な
り
。

須
く
静
め
謐
ま
る
こ
と
を
掌
る

べ
し
。
心
は
即
ち
神
明
の
本
主

　

一
昨
日
の
七
日
、
安
倍
首
相

が
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
度
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
ど
の
様
な
薬

が
効
く
の
か
、
又
ど
の
様
に
予

防
、
治
療
す
べ
き
か
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

で
す
が
、
世
間
一
般
的
に
言

た
り
。
心
神
を
傷
ま
し
む
る
こ

と
莫
か
れ
。」と
い
う
祝
詞
で
す
。

　

我
々
の
御
霊
、
魂
は
、
神
様

の
分
御
霊
で
す
。
現
在
の
様
な

不
測
の
事
態
が
起
こ
る
世
の
中

に
あ
り
ま
し
て
も
、
必
要
以
上

に
く
よ
く
よ
思
い
悩
ん
で
、
大

事
な
御
霊
を
傷
付
け
て
は
い
け

ま
せ
ん
よ
と
い
う
祝
詞
で
す
。

　

更
に
、江
戸
時
代
の
儒
学
者
、

山
鹿
素
行
の
遺
し
た
言
葉
に

「
已
む
こ
と
を
得
ざ
る
、
こ
れ

を
誠
と
謂
ふ
。」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
で

も
、
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ

て
い
れ
ば
道
は
開
け
ま
す
、
と

い
う
意
味
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
共
の
寶
生
教
で
は
、
祝
詞

に
あ
り
ま
す「
信
仰
生
活
心
得
」

の
中
で
、「
何
事
も
、
神
意
の

示
現
と
心
得
て
、思
い
過
ご
し
、

心
配
、
悲
観
を
せ
ぬ
よ
う
に
い

た
し
ま
す
。」
と
日
々
唱
え
て

お
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
出
来
る
最
善
の

努
力
は
必
要
で
す
。
そ
の
努
力

が
更
に
大
き
く
実
る
よ
う
に
、

大
神
様
の
尊
き
ご
神
徳
を
授
か

ら
れ
ま
す
様
、
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

教
信
徒
各
家
の
自
家
成
立
と

事
態
の
収
束
、
一
日
も
早
い
安

心
な
生
活
を
祈
念
申
し
上
げ
、

大
祭
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

本
日
は
よ
う
こ
そ
ご
参
拝
下

さ
い
ま
し
た
。

わ
れ
て
い
る
の
は
、
抵
抗
力
が

あ
れ
ば
恐
れ
る
こ
と
は
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

で
は
「
抵
抗
力
」
と
は
一
体

何
な
の
で
し
ょ
う
か
。
解
り
や

す
く
言
う
と
、
こ
の
度
の
様
な

身
体
に
よ
く
な
い
ウ
イ
ル
ス
等

が
身
体
に
入
っ
た
と
き
に
、
や

っ
つ
け
る
力
が
抵
抗
力
で
す
。

　

専
門
家
の
先
生
に
よ
る
と
、

日
本
人
は
抵
抗
力
の
底
上
げ
が

出
来
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

基
本
的
に
、
日
本
は
清
潔
な

国
で
あ
り
、
諸
外
国
の
様
に
、

家
の
中
に
靴
の
ま
ま
上
が
り
ま

せ
ん
。

　

そ
う
い
っ
た
習
慣
も
こ
の
度

の
感
染
症
が
、
他
国
に
比
べ
て

大
き
く
広
ま
っ
て
い
な
い
要
因

の
一
つ
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

又
先
程
の
抵
抗
力
に
も
繋
が

っ
て
き
ま
す
が
、「
腸
」
の
力

が
我
々
を
助
け
て
く
れ
る
の
だ

そ
う
で
す
。

　

実
は
人
間
に
は
、
も
と
も
と

細
菌
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

様
々
な
細
菌
が
、
身
体
の
中
、

主
に
大
腸
に
生
息
し
て
い
る
お

陰
で
、
健
康
を
保
つ
こ
と
が
出

来
る
訳
な
の
で
す
。

　

よ
く
耳
に
す
る
の
は
乳
酸

菌
。
善
玉
菌
と
呼
ば
れ
、
他
に

も
例
え
ば
太
り
に
く
く
す
る

菌
、
反
対
に
脂
肪
を
吸
収
し
や

す
い
菌
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
体
質
が
あ
る
様
で
す
。

　

又
以
前
は
、
身
体
の
健
康
と

心
の
健
康
は
別
物
の
様
に
感
じ

て
い
た
の
で
す
が
、
実
は
密
接

に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

腸
の
調
子
が
良
い
と
、
腸
か

ら
脳
に
指
令
が
行
き
ま
す
。
脳

は
そ
の
指
令
を
受
け
て
、
セ
ロ

ト
ニ
ン
と
い
う
、
や
る
気
物
質

を
出
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
何

事
も
前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と

が
出
来
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　

又
昔
か
ら
「
健
全
な
身
体
に

こ
そ
、
健
全
な
魂
が
宿
る
」
と

よ
く
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
こ
と
が
、
現
在
、
科

学
的
に
も
実
証
さ
れ
て
き
た
と

い
う
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
睡
眠
や
食
事
等
、
規

則
正
し
い
生
活
を
心
掛
け
る
。 　

本
日
は
お
出
ま
し
に
く
い

中
、
又
先
日
の
大
祭
に
引
き
続

き
、
熱
心
に
よ
う
こ
そ
お
参
り

下
さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
巷
で
は
外
出
自
粛
の

雰
囲
気
で
、「
自
由
が
な
く
な

っ
た
」、
と
い
う
声
も
聞
か
れ

ま
す
。
そ
の
「
自
由
」
と
い
う

言
葉
。
漢
字
を
考
え
ま
す
と
、

「
自
分
」
に
「
由
る
」
と
書
き

ま
す
。

　

つ
ま
り
自
由
と
は
、
皆
さ
ん

よ
く
ご
存
知
の
様
に
、
勝
手
気

ま
ま
に
振
る
舞
っ
て
い
い
、
と

い
う
意
味
で
は
決
し
て
な
い
の

で
す
。

　

で
す
が
日
本
に
於
け
る
自
由

は
、
戦
後
、
意
味
を
間
違
っ
て

捉
え
ら
れ
て
い
る
方
が
多
い
の

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

自
由
の
裏
に
は
、
そ
れ
相
応

の
規
律
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。

例
え
ば
学
生
で
あ
れ
ば
校
則
が

あ
り
、
社
会
人
に
な
れ
ば
、
社

会
の
秩
序
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
守
っ
て
こ
そ
の
「
自
由
」

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　

扨
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

こ
の
様
な
事
態
に
陥
っ
た
際
、

イ
ス
ラ
ム
教
の
人
々
は
あ
る
言

葉
を
唱
え
ま
す
。

そ
し
て
大
神
様
、
ご
祖
先
様
に

お
仕
え
し
、よ
く
お
願
い
さ
れ
、
目
に
は
見
え
な
い
バ
リ
ア
で
ご

守
護
頂
き
、
身
体
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
、
日
々
の
明
る
い
生

活
に
繋
が
る
訳
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
長
引
く
菜
種
梅
雨

と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
か
、
足

下
の
悪
い
中
、
又
感
染
症
対
策

で
お
出
ま
し
に
く
い
中
、
よ
う

こ
そ
お
参
り
下
さ
い
ま
し
た
。

　

先
日
お
知
り
合
い
の
方
か
ら

「
あ
る
漢
字
」
に
つ
い
て
興
味

深
い
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
。
こ
の
お
話
は
、
国
語
学
者

の
金
田
一
春
彦
先
生
の
お
話
だ

そ
う
で
す
。

　

そ
の
あ
る
漢
字
と
は
「
死
」

と
い
う
漢
字
。
人
間
誰
し
も
、

い
ず
れ
は
迎
え
る
も
の
で
す
が
、

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
漢
字
で
す
。

　

そ
の
言
葉
と
は
、

「
イ
ン
・
シ
ャ
ー
・
ア
ッ
ラ
ー
」。

日
本
語
に
訳
す
と「
神
の
随
に
」

と
い
う
意
味
で
す
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
で
は
先
の
こ
と

を
約
束
す
る
こ
と
は
戒
律
に
反

す
る
こ
と
な
の
だ
そ
う
で
す
。

例
え
ば
、
明
日
の
待
ち
合
わ
せ

の
約
束
を
し
て
も
、
最
後
に
は

「
神
の
随
に
」
と
締
め
く
く
る
。

つ
ま
り
、
神
が
そ
の
時
間
に
、

そ
の
場
所
へ
行
く
こ
と
を
望
ま

れ
る
の
な
ら
、
私
は
行
く
で
し

ょ
う
、
と
い
う
様
な
意
味
合
い

だ
そ
う
で
す
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
を
賛
美
す
る
訳

で
は
な
い
で
す
が
、
そ
れ
程
、

神
に
下
駄
を
預
け
て
い
る
の

が
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
い
う
宗
教

な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
寶
生
教
を
信
仰
さ

れ
て
い
ま
す
。
神
様
の
御
心
に

副
う
信
仰
生
活
を
送
る
努
力
を

す
る
の
が
、
我
々
教
信
徒
の
努

め
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の

努
力
に
対
し
、
更
に
大
き
な
神

力
を
与
え
て
下
さ
る
の
が
、
寶

生
教
の
神
様
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
こ
の
度
の
感
染
症
に

対
し
て
も
、
決
し
て
油
断
す
る

こ
と
な
く
、
規
則
正
し
い
生
活

を
心
掛
け
、
健
康
な
体
を
保
つ

努
力
を
な
さ
っ
て
下
さ
い
。

　

そ
し
て
気
候
も
良
い
春
で

す
。
心
も
明
る
く
、
晴
れ
晴
れ

と
日
々
お
過
ご
し
頂
き
、
大
神

様
、
又
各
家
の
御
祖
先
様
の
ご

守
護
を
充
分
に
頂
か
れ
ま
す
様

祈
念
致
し
て
居
り
ま
す
。

　

実
は
「
死
」
と
い
う
漢
字
は
、

読
み
方
が
「
シ
」
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
基
本
的
に
、
漢
字
に
は

音
読
み
と
訓
読
み
が
あ
り
、
更

に
二
種
以
上
の
読
み
方
が
あ
る

漢
字
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
「
死
」
は
「
シ
」
と

し
か
読
ま
な
い
。
で
す
か
ら
、

い
か
に
、
死
が
特
別
な
こ
と
か

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

　
『
神
道
入
門
』
に
も
載
せ
て

お
り
ま
す
が
、
人
の
死
、
命
が

潰
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
非
日

常
と
も
云
え
る
特
別
な
機
会
、

特
別
な
空
間
で
す
。

　

そ
の
特
別
な
機
会
、
空
間
に

立
ち
会
っ
た
後
は
、
し
っ
か
り

と
祓
い
清
め
を
し
、
日
常
に
戻

る
必
要
が
あ
る
と
い
う
の
が
、

神
道
の
基
本
的
な
考
え
方
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　
「
死
」
と
い
う
漢
字
の
左
半

分
「
歹
」
は
、「
骨
」
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
右

半
分
「
匕
」
は
、「
シ
」
と
い

う
音
を
形
に
表
し
た
も
の
で
す
。

　
「
シ
」
と
い
う
音
は
、
物
事

が
す
べ
て
終
わ
る
と
い
う
意
味

が
あ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
こ

か
ら
こ
の
「
死
」
と
い
う
漢
字

が
生
ま
れ
た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

反
対
に
「
生
」
と
い
う
漢
字
。

こ
の
漢
字
は
読
み
方
が
多
い
漢

字
で
、
お
よ
そ
一
〇
八
の
読
み

方
が
あ
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、「
生
」
は
希
望
に

満
ち
溢
れ
て
お
り
ま
す
か
ら
、

多
く
の
読
み
方
が
つ
い
て
く

る
。
反
対
に
「
死
」
は
寿
命
の

終
わ
り
で
す
か
ら
「
シ
」
と
い

う
一
つ
の
読
み
方
し
か
な
い
の

だ
そ
う
で
す
。

　

話
は
少
し
変
わ
り
ま
す
が
、

健
康
に
日
々
を
過
ご
す
と
い
う

こ
と
は
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も

無
く
、
非
常
に
大
切
で
す
。

　

有
名
な
医
師
で
、
東
京
大
学

名
誉
教
授
で
も
あ
る
矢
作
直
樹

先
生
は
、
ご
自
身
が
医
師
で
有

り
な
が
ら
、
健
康
診
断
は
受
け

な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
の
理
由
は
、
健
康
は
一
概

に
数
値
で
は
か
れ
る
も
の
で
は

無
い
と
い
う
こ
と
。
む
し
ろ
、

あ
る
程
度
の
年
齢
で
、
健
康
診

断
を
受
け
、
根
掘
り
葉
掘
り
調

べ
れ
ば
、
誰
し
も
少
し
は
悪
い

所
も
あ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
そ
の
悪
い
所
も
、
数

値
の
上
で
悪
い
だ
け
で
、
そ
の

人
の
身
体
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

必
ず
し
も
悪
い
と
は
言
え
な

い
。
そ
の
様
な
所
を
、
殊
更
、

治
療
す
る
必
要
は
な
い
と
、
矢

作
先
生
は
仰
る
の
で
す
。

　

数
値
で
解
る
こ
と
も
あ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
身

体
の
調
子
は
自
分
が
一
番
解
る

こ
　
ん
じ
ゅ

よ

ま
に
ま

ろ
っ
こ
ん
し
ょ
う
じ
ょ
う

の

お
お
は
ら
え

の
た
ま

あ
め
が
し
た

み
た
ま
も
の

す
べ
か
ら

し
ず

し
ず

つ
か
さ
ど

や
や
ま
が
　
そ
こ
う

え

ま
こ
と

い

も
と
あ
る
じ

か
み
と
か
み

わ
が
た
ま
し
い

な
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